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　　問題　の外接円の内部に点をとり，直線

　　　　，，と円の交点をそれぞれ，，

　　　　とする。が正三角形になるためにはを

　　　　どのようにとればよいか。

　　解答　点と正三角形が描けたとすると

　　　　　　　

　　　　　　　　　　
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　　　　　　　　　　　……①

　　　　同様にして

　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　となる。

　　　　　点，，を通る円の中心をと

　　　　すると，はからにひいた垂線

　　　　上にあり

　　　　　　　

　　　　一方　

　　　　　　　　　　

　　　　これと①から

　　　　　　　　……②

　　　　同様に，点，，を通る円の中心をと

　　　　すると，はからにひいた垂線上にあり

　　　　　　　　……③

　　　　したがって，を求めるには，から，に垂線をひき，その上に，を

　　　　②，③を満たすようにとる。，を中心にを通るつの円を描けば，その交点

　　　　がである。

　　　　　実際のの作図では，

　　　　　　　，

　　　　を用いる方が効率がよい。


